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1.  はじめに 

近年，インスタントメッセンジャーの爆発的な
普及とともにプレゼンス情報が注目を浴びている．
しかし，状態の変化に応じたプレゼンス情報の更
新はほとんど手動で行われており，正確なプレゼ
ンス情報を設定するには個人に多大な手間と労力
がかかってしまう．そのため，プレゼンス情報の
信頼性が課題として挙げられてきた．また，プレ
ゼンス情報は相手が誰であるかに関わらず一様に
公開されているため，今後，より詳細なプレゼン
ス情報が取得されるようになると，プライバシの
問題にもなりかねない． 
そこで本研究室では，日常生活ではグループ単

位で活動している場面が多いことに着目し，グル
ープの状態を取得して個人のプレゼンスに反映さ
せることでプレゼンス情報の問題点の解決を試み
てきた[1]．特に，ゼミや会議といった場に参加し
ているメンバの集合をグループとし，このグルー
プの現在の状態を表す情報を“グループプレゼン
ス情報”とし，検討を進めてきた．グループのプ
レゼンス情報をメンバのプレゼンスに反映させる
ことにより，メンバの携帯の着信が自動で保留に
なる等のコンテキストアウェアなサービスの実現
が可能となる． 

グループプレゼンス情報に関する他の研究では，
ビジネスにおける取引活動にかかるコストの軽減
や，より速くタイムリーなビジネスでの判断に役
立たせるために，サービスの可用性の指標やグル
ープに所属するメンバを特定させないマスクのよ
うな役割として用いられている[2]． 
本稿では，動的なグループおよびグループプレ

ゼンス情報の自動生成手法について検討し，本手
法の適用事例について述べる．  
2.  提案手法 
2.1 提案手法の概要 

システム構成を図 1 に示す．図 1 に示すように
グループプレゼンスサーバを用いて提案手法の実
現を目指す．本稿では，パッシブタグはメンバの
意図的なアクションを，アクティブタグはメンバ
の在室状況の自動認識のために両方のタグを使い
分けるものとする．また，メンバは最低限この 2
種類のタグを持つだけでシステムに参加できる．
アクティブタグのみで全ての状況を自動認識する
方式についても今後検討していきたい． 

システムはユーザから得られたパッシブタグや
アクティブタグなどのコンテキスト情報をグルー
ププレゼンスサーバのデータベースに登録する．

そして，登録されたコンテキスト情報から推論し
て，動的なグループの生成とグループプレゼンス
の生成を行う．こうして生成されたグループプレ
ゼンス情報をメンバのプレゼンスに反映させるこ
とで，より詳細で高度なプレゼンス情報の実現が
可能となる． 
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図 1 システム構成 

2.2 動的なグループの自動生成手法 
 パッシブタグを同じリーダに読み取らせること
で１つのグループを生成する．アクティブタグを
用いてグループのメンバの出入りといった動的な
変化に対応する． 
2.3 グループプレゼンス情報の自動生成手法 
 パッシブタグを読み取らせたメンバが場の話題
の中心者となる．アクティブタグより場がアクテ
ィブか否かを判断する．メンバの人数がある一定
の割合以上であればその場はアクティブであり，
ある一定の割合未満であればその場はノンアクテ
ィブであると判断する． 
3.  提案手法の適用 
3.1 想定環境 
想定環境として，参加者が交代で PC を用いてプ

レゼンテーションを行うような会議や研究室にお
けるゼミを想定している．なお，特定の発表の後
にはその発表についての議論が行われるものを基
本とする．以下に想定環境のイメージ図(図 2)およ
び詳細について述べる． 
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図 2 想定環境のイメージ図 
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• 適用環境：研究室におけるゼミへの適用． 
• パッシブタグを読み取るリーダがゼミの場付近

に設置され、アクティブタグのリーダは部屋の
入り口に設置されており入退室管理を行う． 

• メンバは A，B ，C の 3 名． 
• 各メンバはアクティブタグとパッシブタグを持

つ． 
• 想定するグループプレゼンス：グループ生成中，

発表中，発表について議論中，休憩中 
• 想定するメンバのアクション：参加，発表，議

論，途中参加，一時退席，早退，退出 
• ゼミの流れを図 3 に示す． 
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図 3 場の流れの例 

3.2 シナリオ 
以上の想定環境において，A さんの視点から図 3

を元にしたシナリオを述べる．なお，シナリオ中
の番号は想定環境における状態遷移図(図 4)中の番
号と対応する． 
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図 4 想定環境における状態遷移図 

1) ゼミ開始前 
部屋 X でゼミが行われるので，A さんは自分の

PC を持って入室した．アクティブタグにより A さ
んは部屋 X に入室したことがシステムに認識され
た．ゼミに参加するためにテーブル上に設置して
あるリーダにパッシブタグを読み取らせた(①)．こ
れにより，グループプレゼンスが A さんのプレゼ
ンスに反映されるようになる．途中から参加する
メンバもパッシブタグを読み取らせる(⑨)． 
2) B の発表 
ゼミが開始しパッシブタグを読み取らせたメン

バの集合をグループとして認識した．B さんのプ
レゼンテーションが始まると， A さんのプレゼン
スは「B さんの発表に参加中」となる(②)． 
3) B の発表についての議論 

B さんのプレゼンテーションが終了し，B さんの
発表についてのディスカッションになると，A さ
んのプレゼンスは「B さんの発表についての議論
に参加中」となる(③)．この間に A さんは自分の発
表の内容を訂正するために部屋 X から部屋 Y に移
った．そのため，アクティブタグより A さんのプ
レゼンスは「一時退席中」となる(⑩)．もし，ある
一定時間を経過しても戻らない場合は「早退」と
なる(⑩)． 
4) C の発表  
 A さんが席を外している間に C さんの発表とな
った(⑧)．A さんは自分の発表の訂正のために，ゼ

ミを「一時退席中」である(⑩)． 
5) C の発表についての議論 

A さんが席を外している間に C さんの発表につ
いての議論となった(③)．A さんは発表の内容の訂
正が終わったので，再び部屋 X に戻った(⑩)．アク
ティブタグによりある一定時間内に部屋 X に戻っ
たことが認識されたので，A さんのプレゼンスは
「C さんの発表についての議論に参加中」となる． 
6) 休憩 

ゼミが長時間になったため休憩を挟むことにな
った．アクティブタグによりある一定以上の人数
のメンバが部屋 X から退出したので，A さんのプ
レゼンスは「休憩中」となる(⑤)．  
7) A の発表 

休憩が終わり，ゼミが再開して A さんはパッシ
ブタグを読み取らせてプレゼンテーションを開始
した．A さんのプレゼンスは「発表中」となる(⑥)．
もし議論の途中で休憩をとった場合は議論を再開
する(⑦)． 
8) A の発表についての議論 

A さんはパッシブタグを読み取らせて発表につ
いてのディスカッションを開始すると，A さんの
プレゼンスは「議論中」となる(③)． 
9) ゼミ終了後 

発表が全員終わったのでゼミは終了となり，A
さんは部屋 Y に戻った．ある一定以上の人数のメ
ンバが退出したために，一時的にグループのプレ
ゼンスは「休憩中」となった(⑤)．しかし，ある一
定時間経過してもメンバが部屋に戻らないので，
グループは自動的に解散した(⑪)．グループが解散
したためにグループプレゼンスから A さんのプレ
ゼンスへの反映が終了する． 

4. まとめと今後の課題 
パッシブタグやアクティブタグを用いて，途中

参加や一時退席，早退のような動的な変化に対応
したグループの生成手法およびグループプレゼン
ス情報の生成手法を検討した． 
今後の課題として，個人のプレゼンスの公開の

制限が挙げられる．詳細な個人のプレゼンス情報
が取得可能になると，グローバルにそのまま公開
することはプライバシの侵害になりかねない．情
報を通知する相手との関係を考慮してプレゼンス
の公開を行う手法について検討していく．また，
メンバのアクションについてタグ情報に加えて他
のセンサ情報からの取得方法についても検討して
いく．さらに，グループプレゼンス情報をコンテ
キスト情報として利用可能とするようなインタフ
ェースについて検討していく．  
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